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	No.247
	2026年5月の援農報告
	　 援農体験記  　　　　　　
	穴水 康太
	　理事会報告
	　　農園だより
	◆ 6月度理事会   6/16(火)　 台町市民センター 9名出席   ・イベント報告   ・新規農家会員入会について   ・親睦のために収穫祭を開催する件について   ・八王子NPOフェスティバル出展について


	イベント等のお知らせ
	もうすぐ定員に達します！お早めに！
	◆ ブルーベリー収穫体験 　ブルーベリーを摘み取りながら農家さんを応援する援農体験です。収穫したブルーベリーは学校給食に使用されるため、出荷できる実を選んで収穫します。約1時間半の作業で、収穫した3パックのうち2パックは農家さんへ、1パックはお礼としてお持ち帰りいただけます。ご家族での参加も大歓迎です。ぜひ一緒にブルーベリー収穫を楽しみませんか。 　　日 時：8/7(金)、8(土)、9(日) 8:30～11:30 ※受付は9:30まで  雨天中止  　　　　　各日とも先着30名程度 　　場 所：下恩方町番場農園　ブルーベリー畑（聖パウロ学園高等学校手前左側） 　　詳細や申込みは、5月号を参照してください。 　　　　お問い合わせ、飛田恵美子（emiko_tobita@ybb.ne.jp 　電話070-4449-2641）まで


	　　イベントの報告
	◆ 竹の子掘り
	　4月中旬から5月上旬にかけて、恒例の竹の子掘りイベントを開催しました。 お天気にも恵まれて、8日間で延べ136名の方が参加されました。今年は竹の子の表年であり、また程よく雨が降ったことも幸いして、収穫量はなんと過去最高の448キロ！小さめの竹の子をたくさん掘られる方、大きな竹の子をじっくり掘られる方、皆さん汗を流しながらイベントを楽しんで下さいました。 常盤牧場さん、スタッフの皆さん、ありがとうございました。        (小泉)
	◆ 梅の実収穫
	　6月4日・5日(（3日は台風のため振替え）)・13日に開催し、延べ23名のみなさまにご参加いただき、 計81.6㎏の梅を収穫しました。梅の熟す時期が早まるのではないかと心配しました が、ちょうど豊かに実り、中には23kgを収穫されたご家族もいらっしゃいました。 参加者の皆さまからは、「梅シロップや梅酒、梅干しづくりを毎年楽しみにしてい る」といった声も聞かれ、旬の恵みを味わいながら、この時期ならではの手仕事を 楽しんでいただく機会となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　 　（嘉藤）
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